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広報あんじょう　2008.1.15 �

問
い
合
わ
せ
▼

防
災
室

震災により延焼する木造家屋震災により延焼する木造家屋（中谷満氏撮影）（中谷満氏撮影）　

道路を塞ぐ倒壊家屋道路を塞ぐ倒壊家屋
ふふささ

広報あんじょう　2008.1.15�

考
え
る　

環
境
の
変
化
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〈　

年
で
変
わ
っ
た
も
の
〉

６０①
建
物
の
耐
震
性
が
強
化

②
家
に
物
が
あ
ふ
れ
、
転
倒
の
危
険

が
増
加

③
薪
・
炭
・
井
戸
・
く
み
取
り
ト
イ

レ
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
水
洗

ト
イ
レ
へ

④
情
報
源
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、

携
帯
電
話
な
ど

⑤
核
家
族
化
が
進
み
、
高
齢
者
世
帯

が
急
増

⑥
自
助
や
連
帯
性
を
機
軸
と
し
て
い

た
国
民
性
は
無
関
心
へ
変
化
。
行
政

依
存
が
進
む

備
え
る　

命
を
守
る
た
め
に
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被
災
後
に
備
え
る
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■
人
間
関
係
で
備
え
る
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６強（市域の約１４％）６弱（市域の約８６％）震度階級

立っていることができず ､
はわないと動くことができ
ない。

立っていることが困難に
なる。

人間

固定していない重い家具の
ほとんどが移動・転倒。戸
が外れて飛ぶことがある。

固定していない重い家具
の多くが移動・転倒。 開
かなくなるドアが多い ｡

屋内の状況

多くの建物で、壁のタイル
や窓ガラスが破損・落下。
補強されていないブロック
塀のほとんどが崩れる。

かなりの建物で、壁のタ
イルや窓ガラスが破損・
落下。

屋外の状況

耐震性の低い住宅では、倒
壊するものが多い。

耐震性の低い住宅では、
倒壊するものがある。

木造建物

ガスを地域に送るための導
管、水道の配水施設に被害
が発生することがある。

家庭などにガスを供給す
るための導管、主要な水
道管に被害が発生する。

ライフライン

十勝沖地震　　　（平成１５年／Ｍ８．０、最大震度６弱）

新潟県中越地震　（平成１６年／Ｍ６．８、最大震度７）

福岡県西方沖地震（平成１７年／Ｍ７．０、最大震度６弱）

能登半島地震　　（平成１９年／Ｍ６．９、最大震度６強）

新潟県中越沖地震（平成１９年／Ｍ６．８、最大震度６強）
被災地で炊き出しを行うボランティア被災地で炊き出しを行うボランティア

被害状況の比較
東海・南海・東南海連動型地震
（　）内は安城市の被害

阪神大震災被害内容

５１万～５７万棟　　（１万棟）約２５万棟建物
２万２０００人～２万８３００人　
　　　　　　　　　（４０人）

６４３４人死者

　　―　　　　　（２１００人）４万３７９２人負傷者
　　―　　　（３万６０００人）３０万人超避難者

安城市内のライフラインは…
復旧に要する期間被害世帯（割合）種類

４０日４万６８５７戸（８７％）断水 
７日１万４８５８戸（１７％）停電 
２０日１万９２２０戸（３７％）都市ガス
－　　６３８３戸（８％）ＬＰガス
２０日　　５０７６戸　　　電話 


